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令和７年度もやすしかないごみおよび資源物分別状況調査を実施しました

169 問生活環境課　撒（57）4246シリーズ　野木町のごみ処理

令和７年度もやすしかないごみおよび資源物分別状況調査を実施しました

　令和７年６月、１０月にもやすしかないごみと資源物の分別状況について、町環境委員に調査を依頼しました。 

その調査結果をまとめたところ、下記のような結果となりました。

　もやすしかないごみは今年の４月から指定ごみ袋制度が開始しており、大部分の皆様には定着しているものの、 

一部の方には未だに指定ごみ袋をご利用いただけていないことが見えてきました。また、資源物はペットボトルのラ

ベルやキャップが外されずに排出されている例や、不燃ごみになる食品用などのびんや缶の混入が多く見られました。

　ごみは分別して出せば資源になります。ごみを出す際は、それが本当に資源化できないか振り返っていただき、

引き続き正しい分別にご協力くださいますようお願いします。

●グラフ以外の主な状況および意見

　・収集日以外のごみが排出されている。　・決められた時間外に排出されている。

●もやすしかないごみにおける区分外のごみ混入率（％）

生ごみ 資源化可能な古紙

（雑紙、段ボール等）
プラ容器 不燃ごみ

●Ｒ６．６月実施分　●Ｒ６．１０月実施分

●Ｒ７．６月実施分　●Ｒ７．１０月実施分

●グラフ以外の主な状況および意見

　・中身をすすいでいないびん・缶・ペットボトルが排出されている。

　・古紙がひもで縛られていない、畳まれていない。

Ｒ７.６ Ｒ７.１０

延べ調査箇所数 １０６ ９９
●資源物における主なルール違反の割合（％）

キャップ・ラベルがついた

ままのペットボトル

ふたがついた

ままの空きびん

ビニール袋のまま

排出された資源物

破れや汚れの

ある古布

●６月実施分　●１０月実施分

 　　もやすしかないごみ

 　　資源物

　もやすしかないごみについては、指定ごみ袋制度の効果もあり、前年度の同調査と比較して６月、１０月調査共に、

全ての分別区分の混入割合が減少していました。

　日頃よりごみの分別にご協力くださりありがとうございます。

不燃ごみ（缶詰等）

Ｒ６.６ Ｒ６.１０ Ｒ７.６ Ｒ７.１０

延べ調査箇所数 １８１ １３３ １７９ １５９

調査ごみ袋数 ６，３８９ ５，３４２ ５，５１３ ５，２６５
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